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拡散する放射能、各地で高濃度の汚染が発生！
福島県産ハナワサビ(3月24日)から放射性ヨウ素が2400ベクレル/kgの放射能濃度が記録されました。このハナワサビ1kgを19日間食べ続けると、単純計算で1mSvの放射線を被曝することになります。1年間(365日)の許容量を19日間で受ける量です。実際は体内被曝するので細胞が受ける影響が大きくでることを考慮し、1歳以下の乳幼児の許容摂取量は100ベクレル、成人は300ベクレルに設定されています。　

　朝日新聞ニュースによれば福島県飯舘村では、1平方メートル換算で326万ベクレルのセシウム137が検出されたそうです。チェルノブイリでは55万ベクレル以上は強制移住となりましたが、その6倍の濃度になります。別の計算では、飯舘村は1200万ベクレル、20倍との極端な値さえあるそうです。飯舘村はほとんどが30km圏外にあり多くの住民がそのまま生活しています。正確な情報が届かず混乱に陥っている様子がTVで報道されていました。津波による被災や放射能汚染によって移住せざるを得ない市町村が出てきました。北海道でも被災者１万人を受け入れる態勢づくりを本格化するそうです。原子力の事故は復興さえできないほど土地と自然と文化を破壊するという悲惨な現実を、全人類が目の当たりにしています。
	食品1kgを摂取酢続けた場合、一般人の人工放射線被曝限度1年間当たり1mSvまでに達する日数
	ベクレル
 (Bq/kg)
	1mSvまでの
到達日数

	
	
	

	福島県産ハナワサビ(3月24日)から放射性ヨウ素が２４００ベクレル/kgの放射能濃度
	2400 
	18.9 

	飯舘村の土壌　1200万ベクレル/㎡
	12000000 
	0.0 

	千葉県多古町では規制値を超える放射性ヨウ素３５００/kgベクレル
	3500 
	13.0 

	茨城県古河市産のサニーレタス２３００/kgベクレルの放射性ヨウ素
	2300 
	19.8 

	栃木県　3月25日　さくら市春菊から放射性ヨウ素４３４０ベクレル検出
	4340 
	10.5 

	福島県飯舘(いいたて)村の水道水から９６５ベクレル/kgの放射性ヨウ素
	965 
	47.1 

	福島第一原発の2号機のタービン建屋にたまった水から、運転中の原子炉内の水の約1000万倍　→　3600000000/ｋｇベクレル
	3600000000
	0

	26日、放水口から南側330メートルの海水、ヨウ素131の濃度、国が定めた濃度限度の1850.5倍　→　555150/ｋｇベクレル
	555150
	0.1

	成人の摂取制限
	300 
	151.5 

	乳幼児の摂取制限
	100 
	454.6 


流出した放射能は簡単に希釈されない！





高濃度の放射能で海水が汚染された問題で、原子力保安委員会が会見で述べた「大量の海水で希釈されるので大きな影響はない」という見解は正しいでしょうか？


濃度がちがう液体どうしは密度がちがうために実は容易に交じり合いません。真水などは海水の上に浮き上がりかなりの時間、混じらないまま漂っているのです。北海道に流氷が流れ着くのも、アムール川の真水が海水の上に留まり、海上で凍りついて成長するためです。原発の排水口から流れ出た高濃度に放射能汚染された水は海流にのって帯状に沿岸地域を流れ下ります。漁業は、甚大な被害を被ることはもはや避けられません。


　冬、泊方面に釣りに出かけることがあります。海を湯気のような帯状の雲が川の流れのように海面を漂っています。これは原子力発電所から流れ出る温排水から蒸発したものです。温排水はまわりの海水と交じり合うことなく、長距離を移動するのです。もしこれが放射能に汚染されていれば、沿岸地域一帯の漁業は壊滅します。


　福島沿岸地域の汚染はやがて茨城・千葉へと下っていくことになるでしょう。沖合いに流れ出た場合は親潮にのって広大な海洋汚染につながります。魚群が集まる潮目にそって集まることが予想され、遠洋漁業にも影響が出ます。半減期の長い放射性物質は食物連鎖の中で高次の生物に濃縮される「生物濃縮」によってより濃度が高くなります。クジラ類などは今でも水銀・ダイオキシン・PCBに高濃度に汚染されています。排水として海洋に捨てられたこれらの物質は食物連鎖の過程で濃縮されたのです。


　チェルノブイリ原発事故ではトナカイに放射能が生物濃縮され、トナカイを主食とする北極圏に住むサーメの人たちの多くが高濃度の放射能に汚染されたのです。　拡散した放射能はすでにアメリカ。アイスランドにまで到達しています。放射能に対する恐怖は世界規模に拡大し、新規原発の建設を予定していた多くの国では見直しや凍結が相次いでいます。日本からの食品輸入停止する国も相次いでいます。企業活動も停滞を余儀なくされ新規採用者の取り消しも始まりました。


TV番組はいつの間にやらすっかり元に戻り、バカ騒ぎな笑いが流れてきています。日本人としてはずかしく感じます。しかし、本当の恐怖はこれから始まるのです。


　人が絶望的な悲しみから立ち直るためには、その悲しさを涙や声にできること、誰かに打ち明けてすがることが大事なのだそうです。自分の胸に抱え込んで一時のごまかしでやり過ごしても、トラウマとして精神を蝕んでいくのです。


今、必要なのは被災者の悲しみに寄り添って一緒に泣くことなのかもしれません。事態はより深刻な方向に進んでいますが、その事実を共有し、共に悲しみ、そこから次なる手立てを作り上げていくために共に手を携えることが必要でしょう。








